
園からこんにちは 2025 年度７月号すみれ・ひつじ・ほし 

認定こども園ぶどうの木竜ケ崎幼稚園 

 

年主題 ともに 月主題 
はずんで…すみれ 

思いっきり…ひつじ・ほし  

聖 書 
いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも感謝しな

さい。（テサロニケの信徒への手紙一５章１６～１８節） 

月の 
ねがい 
3 歳児 

（すみれ） 

・賛美やお祈りをすることを喜び礼拝を心地よく感じる 

・好きな遊びを夢中になって繰り返す中、保育者や友だちとのやりとりが楽し

くなりもっとやってみたいと気持ちがはずむ 

・熱い中でも木陰の涼しさを感じ、水遊びなどで心も体も開放する。 

月の 
ねがい 

4･5 歳児 
（ひつじ 

・ほし) 

・賛美やお祈りをすることを喜び礼拝を心地よく感じる 

・遊びやかかわりの中で、表現すること・探求すること・交わることを思いき

り楽しむ 

・思い通りにいかないことや、友だちとのぶつかりの中で自分のきもいとぉ伝

え、立ち止まってがまんしたり、やり直したり、仲直りをする経験を重ねる。 

 

（ママやパパたちへ） ７月の育ちのこころ…人は、人の中で人になる 

 

6 月に、「芋こぎ」のことを書きました。今、子どもたちはこの「芋こぎ」に励んでいます。 

「ぶつかり合い」は、自分の思いと友だちの思いの違いから起こります。 

遊んでいる遊具の取り合いや自分の思いが通らないことで、手や足が出ちゃう。（口が出ることも）。 

この「ぶつかり合い」は、決してマイナスではないのです。 

つい、子ども同士のトラブルが起きないようにとか、子どもがツライ思いをしないようにとなりがちですが、ぶ

つかり合いを避けていては本当の社会性は育ちません（もちろん、集団での一人への行為はイジメですから、

それは厳禁です）。 

この「ぶつかり合い」が、「芋こぎ」です。「芋こぎを大切に、まず見守ろう」をお願いしますね。 

さて、この「芋こぎ」は、「複数の芋があるから『芋こぎになる』」ことに気がつきます。。 

考えてみれば当然のことですが、もし芋が 1 個だけだったら、そもそも芋こぎになりません。 

複数の芋があるからこそ、芋はこげます。そして、たくさんの芋があるほうが、芋こぎはより効果を発揮する

のです（もちろん、望ましい集団の数はありますが）。 

これを、「人は、人の中で人になる」と考えましょう。 

『人間』は、『人』の『間』と書きます。人の間で生きることを、教えてくれます。 

子どもも同じでしょう。「子どもは、子どもの中で子どもになる」のです。 

子どもが育つときに、一番必要なのは「友だち」の存在です。 

子どもは一人で大きくなるのではなく、友だちの間で大きくなるのです。 

だから、「芋こぎ」になるのです。 

そして、ママやパパたちにお願いしたいことは、「やさしい言葉」「あたたかい言葉」を子どもにかけてください。 

それは、こんな指摘もあるからです。「人は、人（の言葉）を浴びて壊れていく」。 

厳しい言葉や冷たい言葉を浴びて育った子どもは、その言葉を友だちに浴びせがちです。その場合には、

友だち関係は育ち合う関係ではなく、壊す関係になってしまいます。 

子どもの前での激しい夫婦喧嘩がだめな理由はここにあります。 

また、デジタル化が急速に進み、AI が日常生活に入り込むことによって、子どもの日常がスマホやタブレット

などのデジタルの間におかれることにも気をつけてください。 

子どもはデジタルの間で子どもになっているなんてことにならないようにしてください。  （園長：飯塚拓也） 



16 水 音楽の日 [お弁当]

1 火 ７月誕生日礼拝 [給　食] 17 木 第2回こころキラキラセミナー [給　食]

2 水 　 *午後ほし組キャンプ準備です 午前保育 18 金
第1保育期終了礼拝
午後1時半～大掃除

午前保育

3 木 [給　食] 19 土

4 金
ほし組キャンプ（すみれ・ひつじ休園）
 　　＊預かり保育有り 20 日 休園日

5 土 21 月 海の日　　休園日

6 日 休園日 22 火
個人面談 　　　夏季休園日
                (預かり保育は行います)

7 月 礼拝・絵本の日（返却のみ） [給　食] 23 水 個人面談

8 火 [給　食] 24 木 個人面談

9 水 音楽の日 [お弁当] 25 金

10 木 ８月誕生日礼拝 [給　食] 26 土

11 金 [給　食] 27 日 休園日

12 土 28 月

13 日 休園日 29 火

14 月 礼拝 [給　食] 30 水

15 火
積み木であそぼう！
（講師：笠井さん来園）

[給　食] 31 木

7月の予定


